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年引
一
魚
津
観
光
協
会
で
は
、
去
る

u-=一
日
臨
時
総
会
を
聞
き
、
市
民

ド
-
の
熱
望
巴
応
え
、
観
光
魚
津
の

町
一
宣
伝
紹
介
と
併
せ
て
、
県
内
外

-
よ
り
観
光
客
を
誘
致
す
る
意
図

-
の
も
主
に
左
記
に
よ
り
、
魚
津

一
水
族
館
三
周
年
記
念
と
し
て
、

一
納
涼
花
火
大
会
を
開
催
す
る
こ

-
と
に
決
定
し
ま
し
た
か
ら
お
知

一
ら
せ
し
ま
す
。

-
な
お
、
当
日
昼
の
行
事
と
し

一て
J
O
L
R
公
開
録
音
『
歌
謡

一コ

γ
ク
l
ル
』
を
午
後
三
時
よ

-
り
水
族
館
野
外
ス
テ
ー
ジ
に
お

一
い
て
行
い
ま
す
か
ら
併
せ
て
お

一
知
ら
せ
し
ま
す
。

記

一
、
日
時 魚

津
水
族
館
三
周
年
記
念
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小浜印別所

納
涼
花
火
大
会
開
催

幸E広市

八
月
二
十
五
日
〈

土
〉
雨
荒
天
順
延

津

危
険
物
取
扱
主
任
者

資
格
試
験

，
.
九
月
中
に
危
険
物
取
扱
主
任

。
尽
一
者
資
格
試
験
を
実
施
す
る
予
定

一
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
関
係
者
は

一
多
数
受
験
し
て
下
さ
い
。
詳
細

は
消
防
本
部
に
御
連
絡
下
さ

い

。

〈

消

防

署

よ

り

〉

(昭和昨9月町)
第三種郵便物認可

二
、
場
所

魚
津
水
族
館
裏
海

上

一
、
行
事

昼
の
部

午
後
三
時
よ
り
水

族
館
野
外
ス
テ
1

1

ジ

J
O
L
R
公
開
録
音

歌
謡
コ
ン
ク
ー
ル

八

月二
十
五
日

夜
の
部

午
後
七
時
半
よ
り

水
族
館
裏
海
上

納
涼
花
火
大
会

・
打
上
花
火

六
O
O

発
・
水
上
ス
タ
l
マ
イ
ソ

数
発

・
仕
掛
花
火

御

挨

拶

レ
h
H-r'
 

寺

田

太

H

こ
ん
な
よ
い
道
に
H

小
川
寺
!
日
尾
線
市
道

去
る
六
月
十
日
思
わ
ぬ
災
禍
一
情
と
深
い
御
理
解
に
よ
り
、
療

一

従
来
道
幅
が
狭
い
為
、
交
通

一
約
二
百
米
余
、
巾
員
四
、
五
米

に
遭
い
、
療
養
を
余
儀
な
く
さ
一
義
に
専
念
す
る
こ
と
が
出
来
ま
一
上
是
非
改
良
し
て
欲
し
い
と
要

一
の
道
路
が
去
る
七
月
未
完
成
し

れ
、
市
民
の
皆
様
は
じ
め
各
方

一
し
た
こ
と
は
、
唯
々
感
激
の
至

一望
の
あ
っ
た
市
道
小
川
寺

1
l
一
地
元
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

面
に
多
大
の
御
心
配
を
お
掛
け

一
り
で
弦
に
謹
し
ん
で
御
礼
申
上

一
日
尾
線
道
路
は
、
地
元
の
熱
心

一
〈写
真
は
小
川
寺
!
日
尾
線
完

致
し、

寒
に
申
訳
な
い
次
第
で

一
る
次
第
で
御
座
い
ま
す
。

一な
要
望
で
、

事
業
費
百
四
万
円

一成
道
路
)

御
座
い
ま
す
o

一

お
蔭
で
体
の
調
子
も
従
前
に

一
の
負
担
付
寄
付
に
よ
り
、
延
長

一

幸
い
就
床
以
来
順
調
に
快
方

一倍
し
て
良
好
と
な
り
、
今
後
は
一

に
向
い
、
此
度
全
く
全
快
、
去

二

層

市
勢
の
発
展
の
為
に
微
力

一

る
八
月
十
日
よ
り
登
庁
し
、
執

一
を
致
し
た
い
と
、
覚
悟
を
新
た

務
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
o

一
に
し
て
居
る
次
第
で
御
座
い
ま

二
ヶ
月
の
療
養
期
間
中
寄
せ

一す
の
で
、
何
卒
今
後

一
層
の
御

ら
れ
ま
し
た
市
民
各
位
を
は
じ

一鞭
捷
と
御
協
力
を
切
に
お
願
い

め
と
す
る
各
方
面
の
温
い
御
同
一
申
上
げ
ま
す
。

道
下
財
産
区
議
会
の

議

、‘，，a'
・・
，，.‘、

八
月
十
日
執
行
の
道
下
財
産

区
議
会
の
議
員
選
挙
は
六
日
立

候
補
届
の
〆
切
の
結
果
無
投
票

と
な
り
次
の
と
お
り
当
選
人
が

決
定
し
た
。

石

川

清

次

郎

〈現〉

堀

清

吉

ハ

新

〉

山

瀬

三

朗

〈

新

〉

辻

林

太

郎

〈

新

〉

員

決

る

小

竹

繁

〈

新

〉

寺

崎

孫

四

郎

(
現
)

松

村

清

(新〉

古

川

忠

孝

〈

新

〉

加
藤
長
左
衛
門
ハ
現
〉

川
岸
松
太
郎
(
新
〉

河

内

行

雄

(

新

〉

藤
森
金
次
郎
〈
新
〉

徴

税

に

つ
Uユ

て

お

願
νミ

長

新
た
に
で
き
た

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
と
は

0 き動 員 と議 O 体三期，，-...(3)ふ同組(2)任体る及人の (1)0 校 O と れ法に月す育ー
委 委なの若し 員委 委の 年は初 なー織 命 のもび格被 委組都委 法るはなーる行六昭
員 員い職して若員員長、、に委つのす委す長の文が選当員合道員 律 こ九り日法政二和
の長。 員く置 しはのが一二任 員 て政る員るがう化高挙該 のに府会 主と月、か律の号三
う とはかく公兼定人人 命 のは 党 0会。 議 ちに潔権地選 置県 の なに三従らが組を十
ち 兼地 れは共職めははさ任なにうは 会か関でを方任く、設 るな十来施公織もー
か ね方る長団禁る一回れ期ら所ち五 のらし、有公 。市置 点り日の行布及つ年
ら る公 委 、休止 J年年るはな属 三人 同地識教す共 町 をま限教さにびて六

こ共員執の で、委四いす人の 意方見育 る団 村 喝しり育れさ運、月
挙 と団会行議 公一員年。る以委を公を、者体 及 げた廃委るれ営地法
し が体の機会 共人の こ上員得共有学での び ま。止 員 こ、に方律

で常委関 の 団は任 とがでて団す術、長 学 すさ会と十関教第

任町 て権 の成をにの関入 O 員体 (3)こる白)処 (i)たでつ員 O 任白)て都(1)0 任
免村、は市敬意す経つ他す歳地殻そ会の と事 分 も地た会職職す 教道 被期
そ委都、町職見るるい特る出方宵のが長教。項教す教の方も法務務る任育府教育は
の 員道県村 聞を 場べて に事予公費他 管 の育 に育る育は公のに権権 期長県育長-

t含震警号交流言問問青写 字能事責:皇、首;邸隈皇室宣言 句
進内委委教事ね、体ろに係う体算 るのは る会。を体ちし従 員命会の
退申員員職樋ば教の験関るちの案 こ下地契の取 の重て来 のすのう
をを会会員 な育機会す都、長等 とに方約所得長要変の 任る承ち
行まはにの ら委案のる分教は 。教会 を掌 し にな更教 • 期 認か
うつ、あ人 な貢を議事、育、 育共結に及移もに育 中をら
・て市つ事 い会作決務そに歳 委団ぶ係びつのな委 在得

一ま
し
た
。

一

ハ
註
》
魚
津
市
の
投
票
率
は

一

有
権
者
数
二
六
、
九
二
八

一

人
の
う
ち
一
九
、
五
五
六

-

一

が
投
票
、
富
山
県
内
の
八

去
る
七
月
八
日
に
執
行
れ
き

一優
秀
で
あ
っ
た
と
県
民
主
政
治

一
・

市

の
中
で
最
高
の
七
二
、，

た
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に

一推
進
連
盟
か
ら
、
表
彰
状
と
共

一

六
二
%
の
投
票
率
に
よ
る

お
い
て
、
魚
津
市
の
投
票
率
が
-
に
楯
一
個
が
魚
津
市
に
贈
ら
れ

一

も
の
。

民
主
政
治
推
進
連
盟
か
ら
表
彰

投
票
率
が
優
秀
と

毎
日
午
前
九
時

t
午
後
五
時

ま
で

二、

由
・請
受
付
場
所

道

下

出

張

所

十

@

注

意

一h

①
申
請
用
紙
は
、
受
付
期
間

い
で
お
り
ま
し
た
青
島
道
下
第

一
し
ま
す
o

一

道
下
出
張
所
に
お
い
て
交

一一保
育
園
の
建
設
事
業
主
、
八

一

記

一

什
し
ま
す
o

e

一

月
下
旬
頃
に
は
完
成
を
釦
ま
す

一
一
、
入
所
児
童
申
請
受
付
期
間
一

①
現
在
ま
で
他
の
保
育
所
に

一

で
、
こ
の
施
設
に
児
童
を
入

一

自
八
月
ニ
+
日
〈
月
〉

一

入
所
し
て
い
て
、
今
度
新
一

所
希
望
の
保
育
者
は
、
次
に
よ

一

至
八
月
=
+
四
日
ハ
金
V

一

設
の
道
下
第
二
保
育
園
に

一

i

l

l
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
--
-
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第

九

回

県

民

体

育

大

会

一

ラ
グ
ビ
ー
競
技
ゃ
西
中
学
で
開
催

一

ー、

婦
負
ラ
ガ
l、

一

雄
山
ラ
ガ
l
、
魚
津

一

=
道
下
第
二
保
育
園
入
所
児
童
=

=

申

請

受

付

=

月

二

)¥ 

昭
和
三
十
三
年
度
に
聞
か
れ

る
国
民
体
育
大
会
の
前
奏
と
し

て
、
今
年
度
よ
り
富
山
県
民
体

育
大
会
は
各
競
技
種
目
毎
に
県

内
各
地
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、

魚
津
市
で
は
、

ラ
グ
ビ
ー
競
技
を
次
の
よ
う
に

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
な
お
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

は
、
グ
ラ

γ
ド
の
関
係
上
来
年

度
に
な
る
予
定
で
す
。

記

一
、
期
日

市
税
の
納
税
状
況
は
、
市
民

一
し
て
、
滞
納
者
の
納
税
に
っ
と

一

八
月
二
十
五
日

各
位
の
御
協
力
に
よ
り
良
好
な

一
め

て

参

り

ま

し

た

が

、

諸

費

の

二

十

六

日

成
績
で
、
こ
れ
も
市
民
納
税
に

一
節

減

の

為

、

今

後

催

告

書

の

発

二

十

七

日

対
す
る
理
解
の
た
ま
も
の
と
感

一行
を
や
め
て
、
滞
納
整
理
に
専
二
、
場
所
魚
津
西
部
中
学
校

一

一
三
、
実
施
要
項

謝
し
て
い
ま
す
。

一念
す
る
こ
と
に
徴
税
方
針
を
変
一

1
種
別
高
校
ハ
地
区
対
抗
〉

今
ま
で
滞
納
市
税
に
対
し
、

一ぇ
、
徴
牧
強
化
を
図
る
こ
と
に
一
一
般
ハ
大
学
含
む
v

督
促
状
を
発
付
す
る
の
は
、
法

一な
り
ま
し
た
の
で
、
一
層
市
民
一
八
月
二
十
五
日
午

に
基
く
措
置
と
し
て
当
然
で
あ

一
の

御

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

前

八

時

三

十

分

開

会
式
、
午
前
九
時

り
ま
す
が
、
従
来
市
で
は
督
促

よ
り
高
校
準
決
勝

状

発

付

以

前

に

催

告

書

を

発

行

一

般

準

々

決

勝

ま

2
日
程

日

よ

b で八
月
二
十
六
日
午

前
九
時
よ
り
、
一

般
準
決
勝

八
月
二
十
七
日
午

前
九
時
よ
り
、
高

校
、
一
般
決
勝

5
競
技
方
法

ト
l
ナ
メ

γ

ト
式
に
よ
る
。
試
合
時
間

は
各
二
十
五
分
ハ

l
フ
〈

但
し
決
勝
戦
は
三
十
分
ハ

ー
フ
〉
と
し
時
間
中
に
勝

敗
が
決
し
な
い
と
き
は
抽

せ
ん
に
よ
る

4
競
技
規
則
昭
和
三
十
一

年
度
日
本
ラ
グ
ビ
ー
協
会

制
定
の
競
技
規
則
に
よ
る

5
参
加
チ
l
ム

ィ、

高
校
の
部
、
各
地
区

代
表
一
チ
l
ム

ロ
、
一
般
の
部
、
農
試
ラ

ガ
I
倉
敷
ラ
ガ
l
、

城
南
ラ
ガ
1
、
砺
波

ラ
ガ
l
、
高
岡
ラ
ガ

宮

城

児
童
を
入
所
さ
せ
る
と
き

は
、
あ
ら
た
め
て
申
請
書

を
提
出
す
る
こ
・と。

①
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
保

護
者
等
は
忘
れ
ず
印
章
を

持
参
の
こ
と
。

①
そ
の
他
申
請
上
の
疑
義
に

つ
い
て
は
、

当
日
出
張
の

係
員
又
は
市
社
会
福
祉
事

務
所
に
連
絡
、
問
合
せ
下

さ
い
。ラ

ガ
l
、
日
本
カ
ー

バ
イ
ド
ラ
ガ
l
、
日

曹
高
岡
ラ
ガ
l
、
富

山
大
学
、

6
そ
の
他
高
校
の
部
は
国

体
予
選
を
か
ね
る
。

橋

ー士玉F
Yじ

成

昭
和
二
十
七
年
の

水
災
害
に
よ
っ
て
流

失
し
、
早
急
に
架
橋

を
要

望

さ
れ
て
い

た
。
市
内
古
鹿
熊
の

宮
城
橋
(
み
や
し
ろ

ば
し
〉
は
、
去
る
七

月
末
総
工
費
百
十
九

万
五
千
円
を
も
っ
て

鉄
筋
コ

γ
ク
リ

l
ト

造
り
で
立
流
に
完
成

し
た
。な
お
、
こ
の
橋
は

延
長
二
十
二
米
、
幅

員
三
米
の
も
の
。

職
員
(
保
母
)
の
採
用
公
告

左
記
に
よ
り
職
員
(
保
母
〉
を

採
用
致
し
ま
ず
か
ら
希
望
者
は

申
込
を
し
て
下
さ
い
。

記

一
、
範
囲
及
び
員
数

保

母

若

干

名

二
、
職
務
の
内
容

市
立
保
育
所
に
勤
務
し
、
児

童
の
保
育
に
従
事
し
ま
す
。

三
、
資
格
要
件

保
母
の
資
格
を
有
し
て
い
る

も
の
で
あ
っ
て
、
市
内
に
住

所
を
有
し
て
い
る
者
。

四
、
申
込
受
付

希
望
者
は
、
申
込
に
必
要
な

事
項
を
記
入
し
、
八
月
十
六

日
か
ら
八
月
二
十
五
日
ま
で

に
、
秘
書
人
事
限
へ
提
出
し

て
下
さ
い
。

五
、
そ
の
他

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
秘

書
人
事
課
に
問
い
合
せ
て
下

砂
、
士
、
。

旬
、

c
L
V

昭
和
三
十
一
年
八
月
十
六
日

魚

津

市

役

所



(要望議員易寄与) (2) 

貸無
付!利

a子
けで

今
年
か
ら
農
業
改
良
資
金
助
成
法
に
よ
り
、
農
業
者
等
に
貸
付
ら
れ
る
技
術
導
入
資
金
と
し
て
、

無
利
子
で
貸
付
ら
れ
る
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

幸良

i¥ 

金 購入の おいて 耕事業幸養
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金
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年以内 年以内

期償

年以内 年以内 年以内 年以内 年以内 年以内 年以内 間還

広市

叉
県
は
、

農
業
改
良
資
金
も
助
成
法
に
よ
り
、
農
業
者
等
が
農
業
協
同
組
合
か
ら
施
設
資
金
を
借

り
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
農
業
協
同
組
合
に
対
し
て
、
負
担
す
る
債
務
を
、
保
証
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
県
の
保
証
に
係
る
、
施
設
資
金
の
種
類
及
び
条
件
は
、
次
の
表
の
通
り

と
な
っ
て
い
る
。

津

十 十十 十 七 ーノ且、ー五 四 一
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共
同
募
金
戚
謝
の
タ

ア
ベ
ッ
ク
三
つ
の
歌

出
場
希
望
者
は
申
込
を
阜
く

共
同
募
金
運
動
実
施
十
周
年
に
も
に
、
国
民
た
す
け
あ
い
の
与

際
し
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
論
の
昂
掲
を
計
る
趣
旨
で
、
共

同
募
金
感
謝
の
タ
が
左
記
に
よ

り
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
ア

ベ
ッ
ク
三
つ
の
歌
」
が
あ
り
ま

す
の
で
、
出
場
希
望
者
は
左
記

に
よ
り
ど
し
人
¥
申
込
ん
で

第
五
回
商
庖
装
飾
照
明
Z
〆

F

l

レ

第
二
回
商
庖
夜
景
写
真
=
ュ

5
l
J

魚
津
市
照
明
研
究
会
で
は
、
市

内
各
商
庖
の
向
上
と
振
興
を
計

り
、
且
つ
観
光
魚
津
の
美
化
奨

励
に
資
す
る
た
め
、
左
記
要
領

に
よ
り
装
飾
照
明
並
び
に
商
庖

夜
景
写
真
コ

γ
ク
ー
ル
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

記

ω
第
五
回
商
庖
装
飾
照
明
コ

γ
ク
i
ル

一
、
期
間

八
月
入
日
か
ら
八
月
十
五

日
ま
で

二
、
表
彰
式

装
飾
照
明
コ
ン
ク
ー
ル
八

月
十
六
日
夜
水
族
館
野
外

ス
テ
ー
ジ

ω
商
庖
夜
景
写
真
コ
γ
ク

l

ル
応
募
規
定

一
、
応
募
資
格

ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
る

二
、
写
真
の
大
き
さ

四
ツ
切

三
、
応
募一
枚
数

制
限
な
し

四
、
応
募
〆
切
日

八
月
二
十
五
日
・

五

、

発

表

九
月
上
旬
水
族
館
及
び
商

庖
街
ウ
イ
ン
ド
ー

六
、
賞
1

入
選
作
品
ハ
一
応
一
作

品
〉
に
千
円
程
度
の
商
庖

賞
贈
呈

乞
入
選
作
品
中
よ
り
更
に

入
賞
作
品
に
対
し
市
長
賞

会
頭
賞
、
会
長
賞
を
贈
呈

王
佐
作
に
は
参
加
賞
を
贈

呈

七
、
作
品
送
附
先

魚
津
商
工
会
議
所

下
さ
い
。
記

日
時
八
月
下
旬
(
未
定
〉

午
後
七
時
よ
り
九
時
半

迄

場

所

水

族
館
野
外
ス
テ
ー
ジ

の
予
定

ア
ベ
ッ
ク
三
つ
歌
申
込
要
領

七
男
女
二
人
で
一
組
と
し
て

出
場
す
る
0

2.

申
込
は
、
葉
書
で
出
場
者

氏
名
、
年
令
を
記
入
し
、
な
る

べ
く
早
く
市
役
所
厚
生
課
へ

ι
出
場
希
望
者
多
数
の
場
合

は
拙
せ
ん
で
決
定
し
、
出
場

者
に
通
知
し
ま
す
。

ι
出
場
者
に
は
賞
品
を
贈
り

ま
す
。

校
下
別

上
の
方

天

神

松

倉

坪

野

加

積

西
布
施

大

町

村

木

古
鹿
熊

住

吉

上
中
島

片

貝

本

江

道

下

経

団

白

倉
日

害l

二
十
日

各
自
と
も
実
施
場
所
は
小
学

校
〈
分
校
)
で
午
后

O
時
三

十
分
よ
り
午
后
四
時
ま
で

校
下
別
に
よ
ら
ず
と
も
最
寄

の
場
所
で
受
け
て
下
さ
い
。

月i¥ i¥ i¥ i¥ ^ 
ググ月ググ月 " 11 月ググ月ググ月

十十十十
四三二一
日日日日

n 

県

体

出

場

市

選

手

団

壮

行

会

l
西

部

中

学

講

堂

来
る
八
月
二
十
四
日
よ
り
二
十

六
日
に
わ
た
り
、
高
岡
市
、
富

山
市
外
県
内
各
地
に
お
い
て
開

催
さ
れ
る
第
九
回
県
民
体
育
大

会
に
出
場
す
る
魚
津
市
代
表
の

選
手
団
の
壮
行
会
が
次
の
通
り

開
催
さ
れ
ま
す
が
、
市
民
各
位

の
絶
大
な
る
御
後
援
を
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
出
場
選
手
数
は
一
般
男

の

で

女
、
ニ

O
O名
、
中
学
男
女
、

二
四
一
名
、
合
計
四
四
一
名
に

の
ぼ
り
そ
の
健
斗
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

認

一
、
と
き

八
月
二
十
三
日

午
后
五
時
よ
り

魚
津
西
部
中
学

校
新
講
堂

て
と
こ
ろ

」
「
月
=
十
六
日
か
ら
八
月
十
固
ま
で

日

七
月
二
十
六
日
(
木
〉

市
遺
族
会
役
員
会
開
催

全
二
十
七
日
(
金
〉

道
下
財
産
区
議
会
開
催

市
民
体
育
大
会
開
催

全

三
十
日
〈
月
〉

第
九
回
婦
人
大
会
を
片
貝
小

学
校
に
お
い
て
開
催

八
月
一
日
〈
水
〉

市
議
会
総
務
委
員
会
開
催

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

全
二
日
(
木
〉

県
民
体
育
大
会
役
員
打
合
会

開
催

全
三
日
(
金
〉

道
下
財
産
区
議
会
議
員
選
挙

告
示

問
稲
作
も
も
う
一

息
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
最

後
の
管
理
や
、
防
除
に
つ
い

て
お
聞
き
し
た
い
。

答
付
ま
ず
ホ
ク
ピ
イ
モ
チ
防

除
で
す
が
、
こ
れ
は
、
直
接
農

家
の
懐
に
つ
な
が
る
こ
と
で
す

か
ら
、
最
善
の
努
力
を
し
て
頂

き
た
い
。

出
穂
直
前
の
セ
レ
サ

γ
撒
布
が

肝
要
で
す
。
今
年
は
レ

γ
ゲ
が

少
な
か
っ
た
が
、
代
っ
て
N
肥

料
が
例
年
よ
り
二
割
も
余
計
入

っ
て
い
ま
す
。

先
頃
葉
ネ
ツ
が
相
当
出
て
い

ま
し
た
か
ら
、
イ
モ
チ
菌
が
多

分
に
ホ
ク
ピ
を
ね
ら
っ
て
い
ま

す
。
中
生
晩
生
の
出
穂
に
は
、

二
O
!二
二
度
位
の
温
度
で

時
々
雨
模
様
に
な
っ
て
九

O
%

去
る
八
月
六
日
よ
り
、
ヂ
フ
テ
リ
ヤ
予
防
接
種
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
第
二
回
の
日
程
は
次
の
通
り
で
す
か
ら

該
当
者
は
必
ず
受
け
て
下
さ
い
。

一
、
接
種
を
受
け
る
者

ω昭
和
三
十
年
四
月
一
日
よ

り
昭
和
三
十
一
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
生
れ
た
者

同
昭
和
三
十
二
年
四
月
小
学

校
に
入
学
す
る
者

(
入
学
す
る
者
の
接
種
回

数
は
一
回
で
あ
り
ま
す
の

で
「
第
一
回
目
」
を
受
け

て
い
な
い
者
)

二

、

費

用

一
人
十
円

全

七
日
ハ
火
〉

民
生
常
務
委
員
会
開
催

商
業
統
計
調
査
審
査
会
開
催

全
八
日
ハ
水
〉

市
農
業
委
員
会
開
催

全
十
日
〈
金
〉

定
例
教
育
委
員
会
開
鉱

佐
野
安
太
郎
孫
繁
夫

M
M

孫
道
男

七
月
十
二
日

住
吉
小
松
義
一
長
女
明
美

金
浦
町
森
村
信
義
長
男
秀
樹

H
H

十
四
日
北
鬼
江

コ
一
ケ
松
川
幸
男
長
男
友
幸

村

木

谷

口

政

夫

男

千

春

大

海

寺

新

村

石
垣
新
只
石
忠
雄
孫
芳

久

佐

智

子

H
H

十
五
日

浜
経
団
田
中
正
雄
長
男
秀
成
ハ
死
亡
ν

下
村
木
町
長
勢
善
一
長
女

浜
経
団
横
田
優

一

た
か
み

H
H

十

六

日

七

月

二
十
四
日

一

出

野
崎
善
吉
孫
唯
吉

仏
国
吉
崎
ふ
し

一

H
H

十
九
日

H
H

二
十
六
日

一

下
新
町
沢
飯
器
四
男
明
広
金
山
谷
川
口
直
次
郎

一一

計

切

匁

件

μ
幻
人

グ
二
十
日

M
M

二
十
八
日
孟

0

3

島
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伊
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彦
兵
衛
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昭
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佐
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百

合

子
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H
H

二
十
一
日

浜
経

団

広

瀬

弥

之

次

郎

孟

従

新

上

猟

師

町

浦

島

隆

吉

三

女

グ

二

十

九

日

一

男

お

2

千
春

H
H

二
十
二
日
上
新
町
木
下
藤
次
郎

一

大
海
寺
新
村
盛
永
林
臓
四
男

M
H

三
十
一
日

一

博

M
M

二
十
四
日
大
海
寺
野
村
広
田
あ
い

上

新

町

浜

崎

茂

二

男

誠

岡

町

島

崎

五

月

一

大
海
寺
野
村
紙
谷
治
郎
二
女
平
伝
寺
平
田
三
枝
子

一

節

子

グ

二

十

五

日

一

出

山

北

っ

た

八

月

二

日

一

慶
弔
告
知
板

(
出
生
〉

友
道
友
道

美
浪
昭
二
二
男
裕
治

一
岡
町
島
崎
哲
郎

M
H

二
十
六
日

一袋

本

田

い

さ

H
H

‘三
日

上
猟
師
町
大
黒
明
二
男
泰
義

一
八

代

町

倉

元

外

次

郎

-

新
下
猟
師
町
浜
住
隆
二
男
博

一

グ
四
日
一

之

グ

二

十

七

日

一本

江

宝

田

レ

イ

グ

五

日

一

横
枕
沢
田
清
秀
長
女
律
子

一
六

郎

丸

武

隈

章

作

一

新
下
猟
師
町
大
西
竹
次
長
女

一

グ
六
日
一

正
美

一青
島

横

井

豊

次

郎

一

M
M

二
十
八
日

一

p

七
日
一

大
崎
孫
一
長
女
敦
子

一

}

ー

:
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.
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H
M

二
十
九
日

一

盛
氷
正
一
長
女

一

塁

千

H
H

三
十
日

一一
三、

0
0
0円

魚
津
市
上
新
町

木

下

八

釈
迦
堂

~~ 

〈
父
死
去
に
よ
る
香
志
〉

出生

死亡

婚姻

離婚

世帯数

人口

七
月
の
人
口
動
態

以
上
の
湿
り

に

な

り

易

い

。

今

年

は

螺

虫

発

生

が

の

び

/

¥

こ

と

。

要

は

早

ま

き

し

て

体

に

十

分

な

環
境
が
熟
し
た
所
に
若
々
し
い
に
な
っ
て
多
発
す
る
傾
向
に
あ
伺
、
娯
蛤
は
葉
を
喰
う
か
ら
、
冬
越
し
の
栄
養
を
貯
え
さ
せ
る

穂
首
に
、
萄
葉
と
い
っ
て
穂
の
り
ま
す
の
で
、
発
生
の
個
所
を
披
害
は
よ
く
判
る
O
B
H
C
を
こ
と
で
す
o

こ
れ
は
早
ま
き
で

根
元
の
節
に
葉
の
変
化
し
た
毛
早
期
に
発
見
し
て
、
大
事
に
な
撒
布
す
る
こ
と
。
達
せ
ら
れ
る
o

ま
た
、
同
化
作

が
数
本
は
え
、
こ
れ
に
夜
中
J

ら
ぬ
よ
う
防
除
に
つ
と
め
て
下
伸
、
ウ

γ
カ
は
ツ
マ
グ
ロ
が
多
用
に
は
日
照
と
温
度
が
い
る
o

ら
朝
に
か
け
て
一
糎
平
方

t

F
、

。

ぃ

。

ム

シ

暑

い

と

き

に

ウ

ン

カ

九

月

中

の

一

日

の

温

度

目

照

は

数
千
も
飛
来
し
イ
モ
チ
閣
が
忽

J
C

し

・

が
多
発
す
る
。
ツ
マ
グ
ロ
に
は
十
一
月
の
十
日
分
に
も
匹
敵

ち
発
生
増
殖
し
穂
が
出
て
一
日
時
々
回
干
し
も
さ
れ
ま
す
が
、
マ
ラ
ソ
ン
で
な
け
れ
ば
効
果
は
す
る
o

タ
ネ
麦
は
乾
燥
不
十
分

も
た
て
ば
既
に
ホ
ク
ビ
が
害
さ
田
干
に
よ
っ
て
壱
齢
螺
虫
、
若
な
い
が
其
の
他
は
B
H
C
で
よ
で
は
麦
蛾
が
出
て
、
知
ら
ぬ
間

れ
て
穂
は
白
穂
に

i
!

齢

幼

虫

は

多

分

に

拡

い

。

に

芽

や

匪

乳

を

空

に

さ

れ

て

い

な

る

こ

と

を

考

え

弘

知

子

決

が

り

ま

す

か

ら

二

一

×

×

×

る
場
合
が
多
い
o

こ
れ
は
ま
た

て
、
ホ
ク
ピ
の
心
弘
山

-e帽Aru
一

一

一

日

お

き

に

潜

水

を

唐

箕

選

で

は

選

ば

れ

な

い

か

ら

配

さ

れ

る

稲

種

は

ぶ

L
:お
繰
り
返
し
て
下
さ
い
暇
な
問
に
タ
ネ
麦
の
準
塩
水
選
に
よ
る
よ
り
他
に
途
は

雨

の

中

で

も

夜

中

で

お

冨

旭

川

め

い

品

開

、

花

水

は

稔

突

を

備

あ

り

ま

せ

ん

o

塩
水
選
の
要
領

も
よ
い
か
ら
撒
布
し
一
渋
滞
ふ
桜
一
よ
く
し
、
台
風
時
の
麦
は
主
要
食
糧
で
あ
り
、
主
要
は
、
タ
ナ
モ
ミ
に
準
じ
て
下
さ

て
頂
き
た
い
o
撒
け
一
応
心
列
車
駅
仲
間

早
買
を
予

防

し

、

な
飼
料
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
ぃ
。

ば
撒
い
た
だ
け
効
果

d
p
I
Hジ
え
な
河
川
市
オ
ク
ヒ
イ
モ
チ
の
誘

麦

の
生
産
安
定
を
図
る
こ
と
は
次
に
フ
ロ
湯
消
毒
は
、
小
麦
は

は
十
二
分
に
あ
り
ま

J

ぬ
由

=ι
蕊
ぶ
因
を
な
く
す
る
o

稔
大
事
な
こ
と
で
す
o

摂
氏
四
六
度
、
大
変
は
四
四
度

議
J
川
、
去
、
水
ぺ
米
の
内
第
一
に
タ
不
の
準
備
が
第
一
で
、
フ
タ
を
二
、
三
寸
あ
け
て

@
次
に
=
化
摂
虫
の

d
u
u問
、
容
カ
茎
芽
カ
ら
運
吋
で
、
ま
ず
塩
水
選
を
し
て
播
け
十
時
間
に
二
八
度
ま
で
下
が
る

防

除

で

す

が

、

今

年

れ

る

か

ら

、

水

を

き

ば

必

ず

生

え

る

タ

ネ

麦

で

あ

る

の

が

理

想

的

で

す

。

は

八

月

の

五

日

頃

か

ら

、

十

ら

す

こ

と

は

障

害

に

な

り

ま

こ

と

。

注

意

す

べ

き

こ

と

は

漫

種

の

初

日
頃
迄
の
二
化
期
の
蛾
の
飛
す
。
台
風
の
場
合
は
干
燥
し
た
二
、
生
え
て
も
黒
穂
病
の
出
な
め
は
適
温
で
あ
る
か
、
残
火
が

来
最
盛
期
で
、
十
五
日
頃
が
風
の
為
め
、
稲
か
ら
多
量
の
水
い
夕
、
不
麦
で
あ
る
こ
と
。
た
い
か
を
た
し
か
め
る
。
残
火

幼
虫
の
食
入
期
に
な
り
ま
す
分
が
と
ら
れ
る
の
で
、
早
害
を
三
、
雪
に
堪
え
る
麦
で
あ
る
こ
が
あ
る
と
、
浴
温
が
あ
が
っ
た

の
で
、
防
除
の

B
H
C
撒
布
う
け
る
か
ら
、
警
報
が
出
R
J
り

と
o
雪
で
腐
る
こ
と
を
防
ぐ
た
り
湯
の
さ
め
か
た
が
お
く
れ
て

0
7
:
め
に
は
、
適
期
ま
き
を
す
る
こ
発
芽
が
害
さ
た
た
り
す
る
。

は
、
三
回
〈
一
回
は
月
初
め
二
早
速
水
を
い
れ
る
こ
と
稲
寸
と
o

雪
で
腐
る
こ
と
は
、
栄
養
十
時
間
を
経
た
ら
あ
け
て
よ
く

回
目
は
発
蛾
最
盛
期
)
の
十
五
干
燥
す
る
と
弱
り
、
抗
病
性
が
が
十
分
で
な
い
か
ら
病
菌
に
ま
水
洗
し
、
か
げ
干
し
を
し
て
し

日
頃
か
ら
や
っ
て
頂
き
た
い
。
お
も
る
か
ら
花
水
を
忘
れ
な
い
け
て
腐
る
と
い
う
も
の
o

ま
っ
て
'お
ぐ
。


